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Ⅰ．はじめに
　平成 20 年 3 月の中学校学習指導要領の改訂に伴い，平
成 24 年度より，中学校 1，2 年生での体育授業で武道の
必修化がなされている。この中学校体育授業における武
道の必修化の実施にあたって授業時間不足や場所など
様々な問題が挙げられている。中学校体育での武道必修
化は行われたが，小学校段階での学習がない剣道をはじ
めとする武道では，中学校 3 年間という限られた時間で，
より正確な知識と内容を学習させることが求められる。
　木原ら（1）は，剣道授業の問題点として初心者指導の難
しさを挙げ，竹刀打突での痛みなど，非日常的で，馴染
みがない動作が多く，限られた授業時間で生徒たちに剣
道の良さや運動欲求などを充足させることは至難のこと
であるとしている。
　また，剣道は，他の競技とは異なる特性や運動文化的
内容を多数持っており，その代表的なものが竹刀や剣道
具といった剣道用具の存在である。その剣道用具の中で
も特に，竹刀は剣道を象徴するものである。
　従来の指導では「竹刀は，武士の持つ刀（日本刀）」だ
と説明することから「竹刀を杖のように扱わない」など
大切に取り扱うよう教えることが現行の剣道授業で広く
取り入れられている。しかし， 竹刀の持つ歴史的背景は刀
が影響しているが，竹刀の本意としては，剣道の名称に
も使用されている「剣」が影響している。「剣」とは，広
義的には，片刃である刀を示す言葉として扱われている
が，狭義的には諸刃の刀を示すことが多い。刀（竹刀）
で行われているならば「刀道」とするべきなのになぜ「剣
道」なのか。
　財団法人全日本剣道連盟が剣道の理念として『剣道は
剣の理法の修練による人間形成の道である』としており，
また，同連盟が平成 19 年に制定した『剣道指導の心構え』
の中で記された竹刀の本意では，『剣道は，竹刀による「心
気力一致」を目指し，自己を創造していく道である。「竹
刀という剣」は，相手に向ける剣であると同時に自分に
向けられた剣でもある。』（7）とし，竹刀 = 剣という構図を
明確にしている。相手に剣を向けたと同時に「自分に向
けられた剣」とは， 四病と呼ばれる心中に起こしてはなら
ない驚（驚き）・懼（恐れ）・疑（疑い）・惑（迷い）の 4
つの病を削ぎ落とし，自分自身を成長させるために向け
られた刃と推測できる。このことからも諸刃を表す「剣」
の持つ伝統が竹刀に大きな影響を与え，受け継がれてい
ることがわかる。
　このように剣道において竹刀に関する指導は，ただ打
突するための用具ではなく，「竹刀という剣」を確立され
た伝統として扱うことが求められる。
　しかし，剣道授業という限られた時間の中でどこまで
竹刀の本意についてどのように学習させることが望まし
いのか。全日本剣道連盟の示す「竹刀という剣」という
考え方と剣道授業の竹刀の扱い方には大きな差を感じる。
　そこで本研究では，剣道授業での竹刀の扱われ方に関
する事例を収集し，竹刀の代用品を用いた剣道授業のあ
り方を含めた剣道授業研究の基礎的資料を得ることを目
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的とする。
Ⅱ．方法
　現在使用されている竹刀の持つ歴史的な変遷を明らか
にするため「剣」「日本刀」「木刀」「竹刀」の概要を文献
（2）（3）（4）（5）（6）およびインターネット（7）（8）より把握しつつ，
自ら所蔵するものは分解し，構造を提示できるよう写真
撮影を行った。
　次に，剣道授業に関する先行研究（9）（10）（11）（12）（13）と筆
者らがこれまで実施してきた鳴門教育大学大学院の授業
「教育実践フィールド研究」（14）（15）（16）（17）および教育実習で，
撮影した大学院生および教育実習生・指導教員が実施し
た剣道授業映像と受講した生徒の感想における竹刀に関
する記述を把握し，記述内容を検討した。
Ⅲ． 結果および考察
１．「剣」「日本刀」「木刀」「竹刀」の概要
1）「剣」
　剣とは，前述したように，主に諸刃の刀を示すものと
して用いられる呼称である。歴史は古く，弥生時代に大
陸から伝来した銅剣があり，これらは，武器として使用
されていたが，やがて三種の神器の「草薙剣」が有名な
ように神器として全国の神社に献納されている。（8）
 
2）「日本刀」　
　日本刀は，日本固有の製法で製作された反りがあり，
平安後期より様々な形に変化してきた。日本刀と言えば，
一般的に武士が腰に付けている「刀」をイメージするだ
ろう。現在の剣道や居合はこの「刀」の操作が基盤となっ
ている。図 2は刀姿の変遷を示しているが，室町前期ま
では「太刀」として分類されている。
 　刀匠・河内國平氏によれば（18），「太刀」と「刀」の違
いについて，刃を下に構えた際の銘の刻まれる位置（右
 図 2　刀姿の変遷（日本美術刀剣保存協会資料 (8) に筆者加筆）
図 1　諸刃剣の様相（日本美術刀剣保存協会資料 (8) に筆者
　　　　　　　　　編集・加筆）
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が太刀・左が刀）の違い，体への着け方（刃を下にさげ
るか・刃を上に帯に差すか）によって決められており，
上古刀を除いて形態的な違いはあまり見られず，形態に
よって区別されることはないとのことである。ただ，使
用法として，突くことを重視する時代には反りが少なく
されているという。
3）木刀
　木刀は，武術の稽古用として使用され，古くから取り
入れられ，「木剣」とも呼ばれる。木刀での稽古では，形
稽古が中心となる。形状は，写真 2 上段のように反りが
あり日本刀の形状に近いものが多く使用されている。ま
た，写真 2 下段のように反りのない直刀タイプのものも
古流形組太刀の稽古等で使用される場合もある。材質と
しては，赤樫や白樫のものが一般的であるが，黒檀・ス
ヌケ・ビワなどの高価な素材のものもある。
4）竹刀
　木刀での打ち合いの稽古は危険を伴うものだったため，
木刀での稽古は，素振りや形稽古が主流であった。江戸
時代初期に竹の先を幾つかに割り，先から手元まで革で
包んだ袋竹刀が考案され，試合形式の打ち込み稽古法が
可能となった。写真 3は柳生流で用いられた袋竹刀の復
元版である。写真 3 上段中央の竹のテープ位置から左 1/2
を四つ割りに，さらにその左 1/2を写真 3 下段のように八
つ割りにしている。これにより，打撃力がかなり緩和さ
れている。その後，現在使用されている竹刀と同様の四
つ割り竹刀が誕生した（4）。
２．剣道授業での竹刀操作
　筆者らが実践してきた鳴門教育大学大学院の授業「教
育実践フィールド研究」では（14）（15）（16）（17），これまで剣
道経験の乏しい教育実習生や大学院生と剣道経験がある
指導者が実施した剣道授業を撮影・分析し，問題点や剣
道授業の在り方を検討した。
1）「教育実践フィールド研究」で挙げられた問題点
　先に実施した「教育実践フィールド研究」（14）（15）で挙
げられた問題点の中でも剣道技能に対するものが多く見
られ，特に竹刀の操作に関しては生徒だけでなく指導者
も理解出来ていない場面を見ることができた。
　2013 年の「教育実践フィールド研究」では，中学 1 年
生の授業を担当しており，使用用具は竹刀のみの授業と
竹刀・胴・垂を用いた授業となっていた。
　授業者における竹刀の持ち方・振り方など，扱い方の
実技指導の方法としては，
 ・　口頭での説明と並行して指導者による全体への示範
 ・　生徒の活動中は，個別に助言を行う
という 2 点を中心に指導していた。
　そして，剣道経験の乏しい指導者が行う剣道授業の竹
刀操作の問題点として
 ・　示範時に指導者が間違ったまま模範
 ・　生徒の間違った竹刀操作（素振り・打突時）
 ・　安全面について
と大きく 3つ挙げられた。
写真 1　日本刀（居合刀・筆者蔵）
写真 4　現在の竹刀および内部
写真 3　柳生流袋竹刀（筆者蔵）の完成形および内部
写真 2　木刀（筆者蔵）
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　授業実施後に行った授業者に対するインタビューは，
間違った模範と安全面に関して反省点として挙げる内容
は多かったが生徒の間違った竹刀操作についての感想は
聞かれなかった（15）。これは授業者自身の剣道技能がなかっ
たことと生徒の間違いに気付いてもどのように訂正すれ
ば良いか分からないことが要因だと推測できる。
　写真 5では，素振りや打突練習時に竹刀を左右反対に
持つ生徒が多く見られた。また，弦が下に向いていたり，
両手をつけて握る生徒も同様に見られた。今回の授業で
は，構えの示範をしながら，「右手前で竹刀を持つ」こと
を指導しているが，左利きの者や指導者と生徒が正対し
た際には左右が逆になること等の配慮が必要と思われる。
　写真 6では，相手の右胴ではなく，左胴を打突する生
徒が多く見られた。剣道では，逆胴と呼ばれる相手の左
胴を打突する技能も存在しているが，剣道授業では，相
手の右胴を打突する胴打ちが基本となる。これは，竹刀
を持った手を上手に返せないことが要因であると考えら
れる。
　素振りでは，真っ直ぐ振り上げ振り下ろすことができ
るが，いざ竹刀での打突を行うとなると写真 7のように
素振りを通して学習した打突の形を見失う生徒も見られ
た。これは，竹刀で打突するといったことは生徒にとって
非日常的なことである。素振りは慣れてきていたが打突す
ることには慣れておらず，素振りと打突が別の動作になっ
てしまうことがある。そのことから，打突に移行する際
に素振りと打突の繋がりを指導する必要性を示している。
　写真 8は，指導者が杖のように竹刀を扱っているため，
生徒も同様の竹刀扱いとなっている。
写真 5　 間違った竹刀の持ち方
写真 7　力まかせに振り下ろす様子
写真 8　竹刀の持ち方の不備
写真 9　 竹刀をまたぐ
写真 6　胴打ち（基本）の左右が逆
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　上記の写真 9・10では，竹刀を大切に扱う対応として，
指導者が留意しなくてはならない基本的事項である。
３．竹刀代用品での竹刀操作の学習法
　剣道では，「刃筋を正しく」や「打突部位を確実に打突
する」などといった竹刀操作についての指導が多く，剣
道授業においても竹刀操作は，非常に重要な学習内容と
なっている。しかし，上述したように特に剣道経験の乏
しい指導者を含め，限られた授業時間の中で竹刀の扱い
にかなりの時間と労力が費やされることは，体育授業と
して軽減したい事項である。
　そこで授業者 A（剣道指導歴 30 年・剣道七段・男子 54
歳（当時））授業者 B（剣道四段・女子 24 歳（当時））2
人が授業者として行った剣道授業では，どのような指導
内容で竹刀の扱いを軽減したのか見ていきたい。
　まず，授業者 Aは，スポーツチャンバラの剣，授業者
Bは，竹刀以外に新聞紙で作成した新聞紙棒を用いて竹
刀操作の学習を行っている（1）（16）。
　指導者 Aがその取り組みの内容を以下の様に自己評価
している。（8）
①従来の竹刀と面の代わりにスポーツチャンバラの剣と
面を使用し，4 時間完結の授業としたこと。
②真冬の授業であったため，前半 2 時間は体育館シュー
ズを使用させ，後半 2 時間は素足で行い，素足の感覚
の体験をさせたこと。
③ 1 時間目より，応用技の「面抜き胴」，2 時間目には「小
手抜き面」を取り入れ，対人技能を向上させる授業と
したこと。
④声を出し，気を出すことを重要視し，そのことが生活
に活かせることを強調したこと。
⑤ 3 時間目より基本技判定試合を取り入れ，判定基準の
「大きい声を出す。」「打ったとき（当ったとき）さえた
音がする。」「体をスムーズに動かす。」を強調した。初
心者の生徒には「さえた音」「体をスムーズに」との説
明は理解が難しい面もあると思われるが，示範と擬音
語（パクッと打つ・サッと詰める等）を交えての指導
とした。
　スポーツチャンバラの剣と新聞紙棒の 2つの共通点と
しては竹刀と比較して「軽い」「短い」ということである。
2 人の授業の対象となる生徒は中学校 1 年生と 2 年生で学
年に違いはあるものの女子という共通点があり，最初か
ら「長い」「重い」竹刀を使用することは特に非力な女子
生徒にとって学習展開が難しくなると想定している。
　授業者 Aの授業では，竹刀より軽く，短い代用品とし
写真 10　竹刀の弦部で打突を受ける
写真 11　スポーツチャンバラの剣と部品
表 1　経験者が実施した剣道授業内容
写真 12　スポーツチャンバラの剣での授業風景
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てスポーツチャンバラの剣を用いたことにより，打突に
対する恐怖心を緩和し，生徒がしっかりした打突を行う
ことに成功している。これにより，授業者 Aが全 4 回と
いう短い時間の中で互角稽古や基本試合まで到達し，相
手と攻防することを学習させたことからも竹刀の代用品
による剣道授業は有効であったと言える。
　授業者 Bの授業で，授業後生徒を対象に実施したアン
ケートの自由記述で新聞紙棒や竹刀についての記入をま
とめた。
 　「新聞紙だったので軽いし，安全で良かった」「新聞紙
の棒で少しだけコツをつかんだ」など新聞紙を使うこと
に肯定的な意見は 6 件あった。また，「早く竹刀を持って
みたい」「次は竹刀でやるそうなので楽しみです」など同
様の竹刀使用への待望の記述が 9 件あった。このように
授業者 Aと同様に打突に対する恐怖心の緩和と次に竹刀
を使用することに対する興味と関心を得ることに成功し
ている。これは，竹刀での実践の前に新聞紙棒で動きを
学習させることで難しい動きというイメージの緩和に繋
がったことが要因と考えられ，竹刀を用いた動きへの昇
華を期待したものと推測できる。また，授業者 Bが実践
した剣道授業は，授業時数 5 時間で新聞紙棒から竹刀へ
の段階的指導を行った。そのため 2 時間目からは竹刀を
用いた授業へ移行した。竹刀へ移行した 2 時間目のアン
ケートの記述で竹刀について「イメージより軽かった」
など竹刀を軽く感じる意見が多く見ることができた。こ
れは，3 時間目に「竹刀が重い」といった内容の記述が増
えていることから元々，生徒は竹刀に対して非常に重い
ものというイメージを持っており，初めて竹刀を手に持っ
た際にそのイメージの影響で軽く感じたが，実際に本格
的に竹刀を振るという活動が増えることで竹刀の重さを
体感できたと推測できる。
　新聞紙棒により竹刀操作は難しいというイメージの改
善や竹刀に対する恐怖心の緩和，竹刀に対する興味を得
ることには成功したが，竹刀との重さや長さに対して検
討の余地がある。
　次に，授業者 Aは，面抜き胴の形になる右斜め前に出
る胴打ちを面打ちの練習より早く行った。また，授業者
Bに関しても素振りの練習の直後に胴打ちの練習に取り
かかった。これは，横振りの胴打ちは，正面素振りや面
打ちなどの上下に真っ直ぐな竹刀操作を習得した後では，
手を返すという動きが習得しにくいと考え，さらに，早
い段階で実際に打突を体感させることを目的においたた
表 2 授業者 B の生徒の感想（新聞紙棒・竹刀）
写真 13　新聞紙棒での授業風景
写真 14　新聞紙での面抜き胴
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めであろう。先述したように使用している用具も竹刀の
代わりに新聞紙棒やスポーツチャンバラの剣ということ
もあり，操作が容易になったこともあり，面抜き胴に関
しても形としては習得できていた。
４．竹刀を用いた剣道ゲーム
　剣道授業の導入段階で新聞紙切りやボール打ちといっ
たような竹刀を用いた剣道ゲームを行うことがある。剣
道ゲームの中で指導者 Bは「竹刀立てダッシュ」を用いた。
この「竹刀立てダッシュ」は，竹刀に慣れさせると共に
運動量の確保ができる。さらに，相手の動きと自分の動
きを同調させることが大切になることから相手と呼吸を
合わせる練習となる。
　剣道授業では，よく「竹刀を杖のように扱わないように」
という指導を行う。しかし，「竹刀立てダッシュ」のよう
に剣道授業の導入段階で竹刀を床に付いて行う剣道ゲー
ムも「これならできる剣道」（19）（全国教育系大学剣道連
盟編）の中でも紹介されている。竹刀を大切に扱うこと
と「竹刀立てダッシュ」のような剣道ゲームは一見矛盾
しているように見える。しかし，あくまで中学校体育授
業内の剣道授業であり，運動量を確保するための竹刀利
用の取組みと竹刀を杖のように扱わないという礼法学習
を両立させることは可能であると思われる。
Ⅳ．おわりに
　アレキサンダー・ベネット（20）は，平成 18 年 12 月に行
われた第 5 回剣道文化講演会において「クリケットと剣
道と国際化」という題目で講演を行っている。
　この講演では，剣道と同様に子どもに馴染み難く，実
際にやらないとその面白さを感じることのできないクリ
ケット（日本ではマイナー競技であるが，世界的にはサッ
カーに次ぐ競技人口である）を子どもに普及させる取組
みと成果を述べていた。その取組みとは，各年齢に沿っ
た教習過程の導入である。つまりルールや道具を簡易化
したクリケットからはじめることで子どもたちに普及さ
せてきたのである。指導者に関しても学校の教員や保護
者が行うことが多く，現在の剣道授業との共通点と言え
る。
　日本の学校教育でも小学校段階におけるバスケット
ボールとバスケットボールを簡易化したポートボールの
ような関係性を持った競技がある。バスケットボールの
授業の前段階として，ポートボールが基本的な技能の習
得に繋がっている。この授業展開やクリケットの取組み
は，剣道授業においても効果的だと考えられる。
　「教育実践フィールド研究」内での剣道初心者と剣道経
験者が行った剣道授業の大きな内容の違いとして，竹刀
のみの使用と竹刀以外の代用品の使用がある。剣道を学
ぶにあたり竹刀の存在は掛け替えのないものである。し
かし，剣道授業という限られた時間で運動欲求の充足，
生徒の剣道への嫌悪感の払拭，攻防の楽しさを感じさせ
るなど様々な課題をこなす必要がある。そこで竹刀の代
用品としてスポーツチャンバラの剣や新聞紙棒を使用す
ることで前述した課題解決の足がかりとなる可能性を見
ることができた。竹刀を用いた「剣道」の前に竹刀の代
用品を用いた内容や剣道遊びを「ソフト剣道」と位置づけ，
導入することでより剣道授業を円滑に進められる可能性
を見出すことができる。また，「ソフト剣道」が，小学校
段階で実施が可能となれば，中学校段階では竹刀を用い
た「剣道」がより円滑に展開することが可能になると推
測できる。そこで，中学校だけでなく小学校でも実施可
能な「ソフト剣道」には，竹刀の代用品として望ましい
用具，そして授業内容のさらなる検討の必要性があろう。
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